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皆様，明けましておめでとうございます．   

21世紀の最初の年2001年が終わり，2002年の  

幕開けとなりました．   

20世紀は「戦争の世紀」とも言われ，2度の世  

界大戦の後も朝鮮戦争，ベトナム戦争，湾岸戦争  

など，常にどこかで戦争をしていたと言っても過  

言ではないと思います．   

そんな20世紀と決別し，平和で豊かな新世紀  

となるはずでしたが，その最初の年となった  

2001年は，20世紀の負の遺産をそのまま引きず  

ったような年ではなかったかと思います．  

ITバブルがはじけて，世界的な同時不況が起  

こりつつある最中に，9月11日にはニューヨー  

クでの衝撃的な同時多発テロが起こり，それに続  

くアフガンへの報復爆撃，さらには炭痘菌テロな  

ど…，出口の見えない長い紛争が予感されます．  

今世紀も「戦争の世紀」の流れを断ち切ることが  

出来ないとすれば，悲しむべきことですね．   

人間のやることは，なかなか簡単には変えられ  

ないものだと感じざるを得ません．   

ところで人間は本当に変わっていないのでしょ  

うか？   

鴨長明は「徒然草」で「行く川の流れは絶えず  

してしかももとの水にあらず…」と万物の絶えざ  

る変化を看破，表現しています．   

長明の言葉を借りるまでもなく，当然のことな  

がら人も自然も変化し続けています．   

例えば物理的に見ても，人間の細胞は一生の間  

に何回か生まれ変わっています．特に肝臓の細胞  

2（2）  

は新陳代謝が非常に活発で，肝臓全体の細胞は2  

週間ほどでほとんど入れ替わってしまうと言われ  

ています．また，骨ですら変化します．子供の骨  

が成長とともに変わるのは当然ですが，大人の骨  

も大体3年もするとほとんどの細胞が入れ替わっ  

てしまうようです（それにしては地中に埋もれた  

恐竜などの骨が何千万年もの年月を経て変わらぬ  

（？）姿で発見されるのは不思議な感じですが…）．   

近頃は，それなりの年齢となった為か，学生時  

代の同期会などの会合を開く機会が多くなってき  

ました．久しぶりに会った友とは一瞬のうちに普  

の間柄に戻り，「やあやあ懐かしいねえ，君も苦  

から全然変わってないねえ」などと言葉を交わす  

のが常です．ところが，実際には幼いころに遊ん  

だ時の友人の顔は，昔の細胞はすでに剥がれ落ち  

て，まったくと言ってよいほど残っていないはず  

です．細胞は一応DNAに基づいて再生されてい  

ますので，十分友人の特徴を持ち続けてはいます  

が，厳密に言えば，昔とはまったく違う人間を見  

ているはずなのです．さらに，見ているこちら側  

の網膜細胞も全く昔の細胞は残っていそうもない  

ので，別のものが見えている可能性もあります．  

この同窓会ではいったい何が昔と同じで，何が懐  

かしいのか？ 考えてみるとおかしなことになっ  

てしまいます．   

話は若干飛躍しますが，企業あるいは組織とは  

こうした変化する細胞のようなものと考えること  

も出来ます．中に所属する人間は変われど，全体  

としては，業務内容はもちろん，その組織の企業  
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文化，組織風土という形でビジネスモデルを継承  

していることになります．ところが，表面では企  

業は変わらないように見えても，実際にはその構  

成要素である一人一人の人間はどんどん変化して  

いきますし，しかも，一つの生物と違ってDNA  

は全く継承しておりませんので，変化のスピード  

は当然速くなト）ます．   

特に環境変化が激しい時は，対応のために突然  

変異的に変化しなければ生き残っていけないため  

に，あっという間に全く違った姿に変貌すること  

があります．こういう時には過去の価値観，デー  

タ等が役に立たないどころか，邪魔にさえなるの  

です．こういうことが根底にあるために，「変化  

しない企業の寿命はおよそ30年」と言う現実を  

作ってきたのだろうと思います．   

これに対してほとんど変化しない性質のものも，  

我々の周りにはたくさん有ります．例えば通常の  

人工物はたいていそうです．これらは自ら勝手に  

内容をどんどん変えていくと言うようなことはあ  

r）ませんよね．常に変化していく人間の考えや行  

動であっても，一度書物に書かれた文章や，映  

画・ビデオ・CDなどの記録，コンピュータゲー  

ムのソフトなど，変わることなく，何回でも繰り  

返し言売み，聴き，眺め，同じものを楽しむことが  

出来ます．   

この「変わるものと変わらないもの」という2  

つの対比は，オペレーションズ・リサーチにも通  

ずるところがあります．   

アルゴリズムやデータ，それらの導く結論等も，  

一度実現してしまえば，もうそれ以上変わりよう  

がありません．ましてや論文の形で残されたもの  

は，普遍性を持っているだけに，変わらない範噂  

に入る代表選手です．ところが，変わらない，普  

遍性があるということは経営にとって必ずしも良  

いことではありません．   

普遍的なアルゴリズムを見つけ一般化するとこ  

ろにORの真髄がある一方，その研究対象となる  

経営や実際のオペレーションは，同じ状態にいる  

ことは負けることにつなが「），どんどん先に変化  

し進んで行かざるを得ない側面を持っているから  

かと思います．   

我々経営側に身を置く老にとって，変わってい  

くことこそ真実で，普遍的な方法論で記述できる  

ようになれば，もはやほとんど価値がないとでも  

思えるほどです．   

ORは，移り気な娘に恋する厄介な学問なので  

しょうか．   

このことは，「OR（経営を対象とする学問）を  

生業（なりわい）としている人たちの中から，な  

ぜ多くの経営者が輩出しないのか？」という命題  

にも関係があるような気がしてなりません．   

勝手な四方山話を申し上げましたが，最後に，  

昨年はジャイアンツの長嶋茂雄監督が引退，同時  

に中日の星野監督，西武の東尾監督，オリックス  

の仰木監督まで引退し，代わりに海の向こうでは  

メジャーリーグに挑戦したイチローと新庄が見事  

な活躍，この世界も変わり続けつつあることが証  

明されたのは，うれしいニュースでした．   

以上，新年のご挨拶にしては変な文章でしたが，  

これもOR学会が変わりつつある証左としてお許  

しいただければ幸いです．   

皆様，今年もどうぞよろしくお願い申し上げま  

す．  
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